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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第２四半期連結
累計期間

第54期
第２四半期連結

累計期間
第53期

会計期間

自2019年
　４月１日
至2019年
　９月30日

自2020年
　４月１日
至2020年
　９月30日

自2019年
　４月１日
至2020年
　３月31日

売上高 （千円） 26,780,954 27,819,585 51,829,643

経常利益 （千円） 1,097,201 1,040,637 1,757,055

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 729,930 695,630 1,196,682

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 701,864 1,317,514 1,056,304

純資産額 （千円） 17,987,025 19,454,614 18,341,404

総資産額 （千円） 25,665,867 27,125,726 26,459,878

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 135.82 129.44 222.67

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 70.0 71.7 69.3

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 1,386,359 776,533 1,888,811

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △604,969 △362,106 △1,115,328

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △558,230 79,216 △679,547

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 2,577,106 2,941,524 2,447,882

 

回次
第53期

第２四半期連結
会計期間

第54期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自2019年
　７月１日
至2019年
　９月30日

自2020年
　７月１日
至2020年
　９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 73.64 73.57

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により停滞した経済活動

が一部では回復の兆しを見せているものの、全般的には依然厳しい状況にあります。４月に発出された緊急事態

宣言が解除されてからも、感染再拡大懸念から外出の自粛傾向は継続しており、観光業界や運輸業界、外食業界

など様々な産業に業績の悪化をもたらしております。またそれに伴う労働者の所得低下もあり、経済動向の不確

実性は強まったままであります。

　当流通業界におきましては、不要不急の外出自粛、テレワークの推進、在宅での学習などの新しい生活様式の

導入により消費スタイルが大きく変化し、オンラインでの販売や１ヶ所でのまとめ買いなどの巣ごもり需要に対

応することで収益機会が増える一方、訪日外国人の激減によるインバウンド消費の落ち込みや、企業業績の悪化

に伴う所得低下を受けて消費者の節約志向が強まるなど、今後の収益が見通しづらい状況となっています。

　こうした状況下において、当社グループは卸売業の保有する商流・物流・商品開発・情報・金融など様々な機

能を活かし、時代とともに変化する卸売業への要請に応えるべく、全社一丸となって取り組んでまいりました。

中でも商流・物流のネットワークにおいては、取引先の要望にスピーディに対応できる体制を整えるとともに、

商流・物流一体となった総合的な流通サービスの提案を推し進めてまいりました。また、新型コロナウイルスな

どの感染症から従業員の安全を確保するべく、労働環境の整備や衛生管理を徹底し、卸売業としての社会的使命

を継続して果たせる体制づくりを進めております。

　上記の結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高は新型コロナウイルス感染症

の影響による衛生用品の需要増加が継続し、またまとめ買いによる生活必需品の販売拡大もあって27,819百万円

(前年同期比3.9％増)となりました。一方利益面は、売上高増加による売上総利益の拡大があったものの、物流

センターにおける人件費の増加や、物流拠点を増設したことに伴う固定費の発生等により販売費及び一般管理費

が増加し、営業利益は906百万円(前年同期比10.1％減)、経常利益は1,040百万円(前年同期比5.2％減)、親会社

株主に帰属する四半期純利益は695百万円(前年同期比4.7％減)となりました。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の残高は2,941百万円とな

り、前連結会計年度末と比較して493百万円の増加となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は776百万円となりました（前年同期比44.0％減）。これは主に、税金等調整前

四半期純利益1,040百万円、売上債権の減少額563百万円、減価償却費296百万円及び仕入債務の減少額910百万円

等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は362百万円（前年同期比40.1％減）となりました。これは主に、差入保証金の

差入による支出235百万円、有形固定資産の取得による支出123百万円等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果得られた資金は79百万円（前年同期は558百万円の使用）となりました。これは主に、短期借

入金の純増加による収入280百万円、配当金の支払額200百万円等によるものであります。
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(3) 財政状態の状況

(資産)

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、27,125百万円(前連結会計年度末比665百万円増加)となりま

した。流動資産につきましては、14,589百万円(前連結会計年度末比61百万円減少)となりました。主な増減の要

因としましては、現金及び預金が493百万円増加した一方で、受取手形及び売掛金が568百万円減少したことによ

るものであります。固定資産につきましては、12,536百万円(前連結会計年度末比726百万円増加)となりまし

た。主な増減の要因としましては、有形固定資産が203百万円減少した一方で、投資その他の資産が929百万円増

加したことによるものであります。

(負債)

　当第２四半期連結会計期間末における負債は、7,671百万円(前連結会計年度末比447百万円減少)となりまし

た。流動負債につきましては、6,533百万円(前連結会計年度末比530百万円減少)となりました。主な増減の要因

としましては、短期借入金が280百万円増加したものの、支払手形及び買掛金が910百万円減少したことによるも

のであります。固定負債につきましては、1,137百万円(前連結会計年度末比82百万円増加)となりました。

(純資産)

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は、19,454百万円(前連結会計年度末比1,113百万円増加)となり

ました。主な増減の要因としましては、その他有価証券評価差額金が616百万円、利益剰余金が491百万円それぞ

れ増加したことによるものであります。

 

(4）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

 

(6）研究開発活動

　該当事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 14,000,000

計 14,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2020年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,441,568 5,441,568
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 5,441,568 5,441,568 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年７月１日～

2020年９月30日
－ 5,441,568 － 719,530 － 690,265
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（５）【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

津田物産株式会社 兵庫県姫路市八代東光寺町３－３ 1,818 33.83

株式会社西松屋チェーン 兵庫県姫路市飾東町庄266－１ 324 6.03

ハリマ持株会 兵庫県姫路市飾東町庄313番地 197 3.68

株式会社広島銀行

(常任代理人　株式会社日本カス

トディ銀行)

広島市中区紙屋町１丁目３－８

(東京都中央区晴海１丁目８－12)
195 3.64

津田　信也 兵庫県姫路市 159 2.96

株式会社みなと銀行 神戸市中央区三宮町２丁目１－１ 150 2.79

BBH FOR FIDELITY PURITAN TR:

FIDELITY SR INTRINSIC

OPPORTUNITIES FUND

(常任代理人　株式会社三菱Ｕ

ＦＪ銀行)

245 SUMMER STREET BOSTON, MA 02210

U.S.A

(東京都千代田区丸の内２丁目７－１)

150 2.79

津田　隆雄 兵庫県姫路市 122 2.27

津田　則子 兵庫県姫路市 75 1.40

津田　侑紀 兵庫県姫路市 68 1.27

計 － 3,260 60.67

　（注）　ハリマ持株会は、従業員持株会であります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 67,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,371,500 53,715 －

単元未満株式 普通株式 2,768 － －

発行済株式総数  5,441,568 － －

総株主の議決権  － 53,715 －

　 （注） 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が500株含まれております。

また、「議決権の数」欄には同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数５個が含まれております。

②【自己株式等】

    2020年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ハリマ共和物産㈱
兵庫県姫路市飾東

町庄313番地
67,300 － 67,300 1.24

計 － 67,300 － 67,300 1.24

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,608,444 3,102,087

受取手形及び売掛金 8,246,670 7,678,646

電子記録債権 1,038,649 1,042,708

商品 2,162,005 2,085,572

その他 594,664 680,359

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 14,650,434 14,589,374

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,802,745 2,738,876

土地 4,304,789 4,304,789

その他（純額） 1,791,924 1,652,374

有形固定資産合計 8,899,459 8,696,040

無形固定資産 104,138 105,038

投資その他の資産 ※ 2,805,845 ※ 3,735,272

固定資産合計 11,809,443 12,536,351

資産合計 26,459,878 27,125,726

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,992,345 4,081,721

短期借入金 380,000 660,000

未払法人税等 270,892 337,413

賞与引当金 78,639 109,449

その他 1,342,177 1,345,346

流動負債合計 7,064,055 6,533,930

固定負債   

役員退職慰労引当金 327,976 337,105

退職給付に係る負債 432,684 439,610

その他 293,757 360,466

固定負債合計 1,054,418 1,137,181

負債合計 8,118,473 7,671,111
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 719,530 719,530

資本剰余金 750,988 750,988

利益剰余金 16,862,102 17,353,510

自己株式 △58,043 △58,125

株主資本合計 18,274,577 18,765,903

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 117,663 734,156

土地再評価差額金 △62,642 △62,642

その他の包括利益累計額合計 55,020 671,513

非支配株主持分 11,806 17,197

純資産合計 18,341,404 19,454,614

負債純資産合計 26,459,878 27,125,726
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 26,780,954 27,819,585

売上原価 23,477,418 24,470,346

売上総利益 3,303,535 3,349,238

販売費及び一般管理費 ※ 2,296,030 ※ 2,443,197

営業利益 1,007,505 906,041

営業外収益   

受取利息及び配当金 23,581 26,460

保険解約返戻金 35,260 34,317

持分法による投資利益 － 26,735

その他 33,489 49,282

営業外収益合計 92,331 136,796

営業外費用   

支払利息 776 988

持分法による投資損失 1,858 －

為替差損 － 1,211

営業外費用合計 2,635 2,200

経常利益 1,097,201 1,040,637

税金等調整前四半期純利益 1,097,201 1,040,637

法人税等 364,902 339,616

四半期純利益 732,299 701,021

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,369 5,391

親会社株主に帰属する四半期純利益 729,930 695,630
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

四半期純利益 732,299 701,021

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △30,434 616,493

その他の包括利益合計 △30,434 616,493

四半期包括利益 701,864 1,317,514

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 699,495 1,312,123

非支配株主に係る四半期包括利益 2,369 5,391
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,097,201 1,040,637

減価償却費 260,954 296,187

貸倒引当金の増減額（△は減少） △299 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 47,206 30,809

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,181 9,129

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △10,695 6,925

受取利息及び受取配当金 △23,581 △26,460

支払利息 776 988

持分法による投資損益（△は益） 1,858 △26,735

売上債権の増減額（△は増加） △372,874 563,964

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,804 76,432

仕入債務の増減額（△は減少） 636,823 △910,624

前渡金の増減額（△は増加） 75,453 △205,284

未収入金の増減額（△は増加） 38,774 163,859

未払金の増減額（△は減少） 90,912 △93,379

未払消費税等の増減額（△は減少） △115,638 124,252

その他 △72,589 △26,156

小計 1,667,269 1,024,546

利息及び配当金の受取額 23,586 26,466

利息の支払額 △783 △987

法人税等の支払額 △303,713 △273,491

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,386,359 776,533

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △128,133 △128,134

定期預金の払戻による収入 128,132 128,133

有形固定資産の取得による支出 △514,965 △123,838

無形固定資産の取得による支出 △8,688 △28,261

投資有価証券の取得による支出 △3,095 △3,204

貸付金の回収による収入 24,323 501

保険積立金の積立による支出 △42,806 △41,902

保険積立金の解約による収入 71,830 69,301

差入保証金の差入による支出 △131,888 △235,186

差入保証金の回収による収入 321 486

投資活動によるキャッシュ・フロー △604,969 △362,106

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 6,070,000 9,830,000

短期借入金の返済による支出 △6,360,000 △9,550,000

長期借入金の返済による支出 △62,500 －

配当金の支払額 △205,730 △200,702

自己株式の取得による支出 － △81

財務活動によるキャッシュ・フロー △558,230 79,216

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 223,159 493,642

現金及び現金同等物の期首残高 2,353,947 2,447,882

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,577,106 ※ 2,941,524
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（2020年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2020年９月30日）

投資その他の資産 13,150千円 13,150千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自 2019年４月１日
　　至 2019年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日

　　至 2020年９月30日）

運賃荷造費 554,773千円 581,796千円

給与手当 654,721 671,745

賞与引当金繰入額 86,654 93,527

役員退職慰労引当金繰入額 13,965 9,129

退職給付費用 21,525 22,104

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

現金及び預金勘定 2,737,668千円 3,102,087千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △160,561 △160,563

現金及び現金同等物 2,577,106 2,941,524
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2019年４月１日　至2019年９月30日）

配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日

定時株主総会
普通株式 204,223 38 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2020年４月１日　至2020年９月30日）

配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月26日

定時株主総会
普通株式 204,222 38 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、卸売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

   １株当たり四半期純利益 135円82銭 129円44銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
729,930 695,630

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
729,930 695,630

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,374 5,374

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  2020年11月９日

ハ リ マ 共 和 物 産 株 式 会 社   

 取 締 役 会　御 中   

 

 有限責任監査法人　ト ー マ ツ  

 神戸事務所  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森村　圭志　　  印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 福井　さわ子　  印

 

監査人の結論
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているハリマ共和物産
株式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020
年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、
すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー
計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ハリマ共和物産株式会社及び連結子会社の2020年９月30日現在の財政
状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい
ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。
 
監査人の結論の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ
た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責
任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し
ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入
手したと判断している。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適
切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続
企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期
連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー
手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ
れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め
られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない
かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に
おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注
記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい
る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企
業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成
基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財
務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信
じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査
人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監
査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な
発見事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並
びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを
講じている場合はその内容について報告を行う。
 
利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告
書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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